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かれていると述べ、malato immaginarioを無理に英訳せず malade imaginaire
というフランス語を引用的に用いたベリル・デ・ゾートによる英訳を評価して
いる。デ・ゾートにこのような翻訳を可能にしたのは世界文学に対する知識で
あり、ウィーヴァーにはそれが欠けていたのだろう。しかし、デ・ゾートは確
かにズヴェーヴォが念頭に置いているであろう malade imaginaireをフランス
語のまま引用することで文化的な文脈をウィーヴァー版より高度に再現する英
訳を実現したが、ズヴェーヴォがあえてフランス語のまま引用せずイタリア語
訳した malato immaginarioを用いたという点は、この操作では再現できてい
ないのではないか。文学作品を翻訳することの難しさが改めて強く感じられる。
このように瞥見しただけでも、クッツェーの翻訳に対する関心の強さが窺え
るのではないだろうか。それを熟知した上で翻訳作業を行った訳者の「悩み」
─あるいは「情熱」─の大きさが思われる。
